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６-１ 公共施設再配置計画 検討経緯 

検討体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知多市公共施設再配置計画調整会議 

①構成員 

 役 職 

会長 総務部長 

副会長 資産経営室長 

構成員 

総務課長   企画情報課長 市民協働課長 

福祉課長   長寿課長※   幼児保育課長 

商工振興課長 都市計画課長 庶務課長 

学校教育課長 生涯学習課長 生涯スポーツ課長 

※ 機構改革に伴い、2018（H30）年４月１日付けで長寿課長を追加。  

外部組織 内部組織 

検討委員会 

識見を有する者からの意

見等を求めるために設置す

るもの 

＜設置期間＞ 

2017(H29)年６月１日から 

2019(H31)年３月 31日まで 

調整会議 

再配置の方策等を調整す

るために設置するもの 

＜設置期間＞ 

2017(H29)年６月１日から 

2019(H31)年３月 31日まで 

幹部会議 

市長 

報告・意見照会 

意見・助言 
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②開催概要 

 日時 議題 

第
１
回 

2017(H29)年６月 28日（水） 

午前 11時 00分から 

(1) 公共施設再配置計画について 

(2) 再配置計画策定の基本方針について 

(3) 再配置方策等の検討方法について 

第
２
回 

2017(H29)年９月 14日（木） 

午前 11時 00分から 

(1) 第１回公共施設再配置計画検討委員会に 

ついて 

(2) ロードマップの検討状況について 

(3) 市民ワークショップの実施について 

第
３
回 

2017(H29)年 12月 27日（水） 

午後３時 00分から 

(1) 市民ワークショップについて 

(2) ロードマップの検討状況について 

(3) 市民の意見を取り入れた再配置計画の策 

定について 

第
４
回 

2018(H30)年４月 26日（木） 

午前９時 00分から 

(1) ロードマップ（案）の確認について 

(2) 平成 30年度の予定について 

第
５
回 

2018(H30)年５月 24日（木） 

午前９時 00分から 

(1) 施設類型別ロードマップ（案）について 

(2) 地域別ロードマップ（案）について 

(3) 平成 30年度の予定について 

第
６
回 

2018(H30)年８月 30日（木） 

午前９時 00分から 

(1) 第４回知多市公共施設再配置計画検討委 

員会で出された委員からの意見について 

(2) 今後の予定について 

第
７
回 

2018(H30)年 10月 12日（金） 

午後４時 00分から 

(1) 再配置計画（案）について 

(2) 今後の予定について 

第
８
回 

2018(H30)年 10月 24日（水） 

午前 10時 30分から 

(1) 再配置計画（案）について 

(2) 今後の予定について 
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知多市公共施設再配置計画検討委員会 

①委員名簿 

（敬称略、順不同） 

 所 属 役職等 氏 名  

1 
名古屋工業大学大学院 

工学研究科 
教授 ◎秀島

ひでしま

 栄三
えいぞう

  

2 知多市社会福祉協議会 事務局長 

○平松
ひらまつ

 茂久
しげひさ

 
2018(H30)年 

３月 31日まで 

○佐藤
さとう

 守
もり

重
しげ

 
2018(H30)年 

４月１日から 

3 知多市商工会 副会長  青木
あおき

 忠彦
ただひこ

  

4 
NPO法人 

地域福祉サポートちた 
代表理事  市野

いちの

 恵
めぐみ

  

5 知多市体育協会 
副会長(2017年度) 

会長(2018年度)  伊藤
いとう

 壽
ひさ

治
はる

  

6 知多市文化協会 会長  榎本
えのもと

 茂彦
しげひこ

  

7 ㈱三菱 UFJ銀行 東海公務部副部長  河瀬
かわせ

 英一
えいいち

  

8 知多市 PTA連絡協議会 会長 

 西古
さいこ

 裕
ひろ

志
し

 
2018(H30)年 

４月 25日まで 

 神野
じんの

 重樹
しげき

 
2018(H30)年 

４月 26日から 

9 コミュニティ連絡協議会 

会長  寺島
てらしま

 康夫
やすお

 
2018(H30)年 

６月１日まで 

副会長  竹内
たけうち

 尚
なお

明
あき

 
2018(H30)年 

６月２日から 

10 

NPO法人 

地域ぐるみで子育ち・ 

子育ての会 こころん 

事務局長  土井
ど い

 友
とも

美
み

 
2018(H30)年 

３月 31日まで 

親子ひろば 

推進チーム長 兒
こ

玉
だま

 ちやき 
2018(H30)年 

４月１日から 

◎：委員長 ○：副委員長 
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②開催概要 

回 日時 議題 

第
１
回 

2017(H29)年９月 13日（水） 

午後３時 00分から 

(1) 公共施設再配置計画策定について 

(2) 再配置計画策定の基本方針について 

(3) 再配置方策検討の基本的な考え方につい 

  て 

第
２
回 

2018(H30)年１月 31日（水） 

午後３時 00分から 

(1) 市民ワークショップについて 

(2) ロードマップの検討状況について 

(3) 市民の意見を取り入れた再配置計画の策 

定について 

第
３
回 

2018(H30)年７月５日（木） 

午後３時 00分から 

(1) ロードマップ（案）について 

(2) 施設利用団体等との意見交換について 

第
４
回 

2018(H30)年８月 10日（金） 

午前 10時 00分から 

(1) ロードマップ（案）について 

第
５
回 

2018(H30)年 10月 17日（水） 

午前９時 00分から 

(1) ロードマップ（案）への意見について 

(2) 再配置計画（案）について 

第
６
回 

2018(H30)年 11月１日（木） 

午前９時 30分から 

(1) 再配置計画（案）について 
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検討経緯 

 

  

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

■基本方針の設定

■市民意見収集等

　　・ 市民ワークショップ

　　・「まんがでわかる　公共施設の現状と

　　　課題」作成

　　・意見収集

　　・パブリックコメント

■ロードマップの作成

■再配置計画書の作成

■公共施設再配置計画調整会議 ① ② ③

■公共施設再配置計画検討委員会 ① ②

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

■基本方針の設定

■市民意見収集等

　　・ 市民ワークショップ

　　・「まんがでわかる　公共施設の現状と

　　　課題」作成

　　・意見収集

　　・パブリックコメント

■ロードマップの作成

■再配置計画書の作成

■庁内会議 ④ ⑤ ⑥ ⑦⑧ ⑨

■外部委員会 ③ ④ ⑤ ⑥

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

2017（H29）年度

2018（H30）年度

★

市民ワークショップ実施
★

発行
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６-２ 市民ワークショップ報告 

開催日及び場所 

2017（H29）年 12月２日（土） 市役所３階大会議室 

 

参加者 

34名（参加者は、公募及びコミュニティ団体等からの推薦） 

 

目的 

公共施設の再配置が単純な量の削減ではなく、公共施設の「建物」と「サー

ビス・機能」を区分して、それぞれの取扱いについて適正化を図る取り組みで

あることを理解してもらいながら、公共施設のあり方を見直していくための再

配置方策について検討する。 

 

ワーク内容 

ワーク①：サービス圏域を考える 

検討対象とする機能・サービスについて、どの程度の圏域(徒歩、自転

車、市全体、周辺市)ごとに配置されていることが望ましいかを検討 

ワーク②：サービス提供に対する行政の関わり方を考える 

サービスの提供に際し、民間施設を利用するなど、民間の関与を増やし

て良いか、あるいは行政が直接的にサービス提供を行うことが望ましいか

を検討 

ワーク③：サービスの組合せを考える 

機能・サービスの中で、同じ建物や場所に配置してまとめて提供したほ

うが良いと考える組合せについて検討  
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結果 

①全体結果表                                ：民間運営      ：市運営      ：運営主体の言及なし             ：機能の組合せ 

 八幡 東部 知多 旭南 中部Ａ 中部Ｂ 

徒歩 

移動圏 

      

自転車 

移動圏 

      

市全体 

      

周辺市 

      

【総括】 

・日常的に子どもや住民の利用頻度が高い施設は、「徒歩移動圏」や「自転車移動圏」にあり、市が提供すべきサービスであるという考え方の傾向が見られる。 

・利用頻度が高くない施設ほど、「市全体」や「周辺市」にあり、民間が提供したほうがよりよいサービスの提供ができるという考え方の傾向が見られる。 

・「徒歩移動圏」や「自転車移動圏」の施設は、単独であるよりも集約されていたほうが便利であるという意見が多く見られる。 

・「市全体」や「周辺市」の施設になると、「徒歩移動圏」や「自転車移動圏」に比べ、単独の施設配置でよい傾向が見られ、特に図書館はほとんどのグループが単独で配置している。 

子育て広場 幼稚園 

保育園 

多目的ホール 

会議室・集会室 

図書室 

中学校 

保育園 小学校 

体育室 

屋外プール 

中学校 

図書室 

中学校 

放課後児童クラブ 

子育て広場 

実習室 会議室・集会室 

図書室 

ホール 多目的ホール 

図書館 

アリーナ 幼稚園 

レジャープール 

特定競技場 

小学校 体育室 

放課後児童クラブ 

実習室 屋外プール 

図書館 

子育て広場 

レジャープール 

放課後児童クラブ 

小学校 

特定競技場 

多目的ホール 

ホール 

会議室・集会室 

アリーナ 

実習室 

屋外プール 体育室 

幼稚園 

図書室 

保育園 

レジャープール 図書館 

アリーナ 

中学校 

ホール 

特定競技場 

小学校 体育室 

放課後児童クラブ 

実習室 

図書室 

幼稚園 

保育園 子育て広場 

多目的ホール 

会議室・集会室 

中学校 

アリーナ ホール 

特定競技場 

図書館 

レジャープール 屋外プール 

幼稚園 

保育園 子育て広場 

放課後児童クラブ 

体育室 

小学校 

屋外プール 

中学校 

会議室・集会室 実習室 

図書室 

図書館 

ホール 

アリーナ 

特定競技場 

多目的ホール 

レジャープール 

小学校 保育園 

幼稚園 

中学校 

放課後児童クラブ 

体育室 屋外プール 

多目的ホール 

会議室・集会室 実習室 

図書室 

子育て広場 

アリーナ ホール 

特定競技場 

レジャープール 

連携して多世代交流 

図書館 
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②八幡中学校区グループ結果 

：民間運営           ：運営主体の言及なし 

：市運営             ：機能の組合せ 
コメント 

徒歩 

移動圏 

  

自転車 

移動圏 

  

市全体 

  

周辺市 

  

 

【総括】 

・徒歩圏内と自転車圏内は、“知多市の未来への投資”をエリアのテーマとして、まとめた。 

・幼稚園と保育園は、“幼稚園は習い事が多い”、“保育園は子どもを保育する”という差別化が図れるため、幼稚

園は民間、保育園は市で管理するのが良い。また、保育園と子育て広場を一緒にした方が良いという意見もあ

った。 

・小学校と中学校、体育室や放課後児童クラブ、実習室、会議室、図書室などはまとめられる。現状のまちづくり

センターが老朽化していることから、小学校や中学校の実習室、空き教室、図書室を昼間は生徒が利用し、夜

は一般市民が利用できるような仕組みをつくり、一本化する。 

・屋外プールは今後、教育としても必要になるため、維持費が掛かるが、小学校、中学校には置いておく必要が

ある。 

・図書館、ホール、アリーナ、特定競技場、多目的ホールは市全体で使えるところへ設置する。また、管理コスト

が掛かるため、民間に任せる。 

・レジャープールは、夏しか利用しないことや、屋内プールであっても維持管理が非常に掛かることから、市内

ではなく市外に置いた方が良い。 

・保育園は“子どもを保育する”という位置づけで、
公共施設として継続する。 

・保育園と子育て広場の一体化も考えられる。 

頻繁には使わず、大きな施設でコストがかかるの
で、民間を活用して管理運営。 

夏しか使わない。屋内プールなら市内にあってもよ
い。 

保育園 子育て広場 

幼稚園 

放課後児童クラブ 体育室 小学校 

屋外プール 

中学校 

会議室・集会室 実習室 

図書室 

図書館 

ホール アリーナ 

特定競技場 

多目的ホール 

レジャープール 

幼稚園は”習い事が多い”という位置づけで、民間
に任せることができる。 

小中学校を統合。空き教室をまちづくりセンターと
共用する。また、会議室等は、習い事教室などにも
使える。 
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③東部中学校区グループ結果 

：民間運営           ：運営主体の言及なし 

：市運営                   ：機能の組合せ 
コメント 

徒歩 

移動圏 

  

自転車 

移動圏 

  

市全体 

  

周辺市 

  

 

【総括】 

・教育施設はまとめた方が良い。他県や他市でも保育園、幼稚園、小学校、中学校などが一緒になっている例が

ある。子育て広場は別にあった方が良い。 

・多目的ホールや集会室などは、利用者が同じ地域の人であるため、実習室や図書室と一緒にして良い。これら

は質を求めているのではなく、集まる場所があることが大切である。 

・さらに、多目的ホールや集会室などは主に高齢者が使い、学校等は将来を担う若い人たちが使うことから、集

会機能と学校等をまとめて連携することで、多世代交流が期待できる。 

・体育館や勤労文化会館もまとめた方が良い。さらに民間に任せることで、サービス向上が期待できる。資金の

関係で、市ではレジャープールはやらなくても良い。 

・東部の特徴として坂が多い。交通の便を良くして市全体を行き来しやすくすることで、面白い市になることが

期待できる。 

 

同じ子ども向け施設でも、小学校や保育園、幼稚園
とはサービスの性質が異なるので、分ける。 

地域の人が使う機能を集める。質より、集まる場所
があることが大切。 

教育機能を集めることによって設備共用できる。
また、災害時に集まりやすい。 

民間のアイディアを入れることで、多様でよりよ
いサービスが期待できる。 

民間に任せるとサービスの幅は広がりそうだが、
ホールやアリーナなどとは性質が違うため、どの
ような施設にするのかよく考えた上で民間に任せ
る必要がある。 

子育て広場 

小学校 保育園 幼稚園 

多目的ホール 

会議室・集会室 実習室 

図書室 

中学校 放課後児童クラブ 

体育室 屋外プール 

ホール アリーナ 

特定競技場 

図書館 

まとまって連携することで、多世代交流が期待で
きる。 連携して多世代交流 

市で持つ必要はない。 レジャープール 
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④知多中学校区グループ結果 

：民間運営           ：運営主体の言及なし 

：市運営             ：機能の組合せ 
コメント 

徒歩 

移動圏 

  

自転車 

移動圏 

  

市全体 

  

周辺市 

  

 

【総括】 

・教育に関する部分は徒歩圏内に最低限必要である。また、屋外広場、交流できる場所を増やしてほしい。 

・実習室、会議室・集会室、図書室は１施設に集約するのがよい。 

・ホール、多目的ホール、図書館は、カフェスペース等を設け、利益を上げ企業参入し、市の負担を減らす。 

・アリーナ、幼稚園は民間か公共か、アンケート調査などの意見調査をし、民間での運営に移行を検討するのが

良い。 

・レジャープール、特定競技場は生活に必要ではなく、年に１～２回程度しか使わないという人が多いので市に

は必要ない。 

・今回対象ではなかったが、市民病院、民間総合病院、市民の健康に直結するものも、あり方を考えてもらいた

い。 

  

保育園 小学校 体育室 

屋外プール 中学校 

市民生活に直結するため、市の施設として必要。ま
た、交流できる場所を増やしてほしい。 

放課後児童クラブ 子育て広場 

実習室 会議室・集会室 図書室 １つの施設に集約してもよいのではないか。 

窓口は民間でもできる。また、子育て広場に総合支
援センターを併設する。 

ホール 多目的ホール 

図書館 

アリーナ 幼稚園 

レジャープール 特定競技場 
生活に必須ではなく、利用頻度も年に１～２回な
ので、市になくてもよい。 

民間企業を入れ、カフェスペース等を設置して収
入を増やし、市の負担を減らす。 

サービス内容を吟味し、市民意見も踏まえて民間
移行を検討するのがよい。 
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⑤旭南中学校区グループ結果 

：民間運営           ：運営主体の言及なし 

：市運営             ：機能の組合せ 
コメント 

徒歩 

移動圏 

  

自転車 

移動圏 

  

市全体 

  

周辺市 

  

 

【総括】 

・学校や放課後児童クラブ、実習室や体育室、プールなどについては、教育の一環としてまとめ、小学生が利用

できる距離に設置する。 

・保育園、幼稚園、子育て広場は民間のサービスがよく、民間に任せてよい。また、まとめることで、小さい子も

面倒を見てもらえるような場所にできる。 

・多目的ホール、会議室、図書室については、さまざまな地域の人が利用でき、交流ができる場としてまとめ、車

がなくても自転車等で行ける距離に設置する。 

・アリーナ、ホール、特別競技場やレジャープールは民間に任せた方が、利用時間が長くなったりサービスが良

くなったりしそうである。また、１箇所にまとめることで１日楽しく過ごせるブロックができると良い。 

・図書館は、年に数回しか使わないため市にひとつでよいが、管理上の問題から市で運営したほうが良い。 

・施設をまとめることで、公共施設のバス停をある程度決まった位置に配置でき、交通の利用も増えるのではな

いか。 

  

レジャープール 特定競技場 

教育の一環としてまとめる。小学生が利用できる
距離にほしい。 

車がなくても行ける距離に、さまざまな地域の人
が交流できる場としてまとめる。 

民間のサービスが良いため、民間に任せる。また、
集めることで、小さい子どもも面倒を見てもらえ
るなど、サービスを充実させられる。 

年に数回しか使わないため、市に 1 つでよい。管
理上の問題のため、市で管理してほしい。 

・民間の方が利用時間も伸び、サービスも良くな
る。 

・ホール、アリーナ、レジャープール、特定競技場
をまとめられれば、１箇所で一日楽しく過ごせ
るブロックができる。 

小学校 体育室 

放課後児童クラブ 

実習室 屋外プール 

子育て広場 幼稚園 保育園 

多目的ホール 会議室・集会室 図書室 

中学校 

ホール アリーナ 

図書館 
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⑥中部中学校区 Aグループ結果 

：民間運営           ：運営主体の言及なし 

：市運営                   ：機能の組合せ 
コメント 

徒歩 

移動圏 

  

自転車 

移動圏 

  

市全体 

  

周辺市 

  

 

【総括】 

・近くにあることが望ましいのは子育て広場、放課後児童クラブ、小学校で、これらは小学校の設備を共用する

ことでサービス向上が期待できる。 

・会議室・集会室、多目的ホール、実習室、中学校、図書室はいずれも地域コミュニティで利用するので、近くに

集めるとよい。避難所としても利用できる。 

・なお、上記の小学校と子育て機能、中学校と集会機能の集まりは、小中学校一貫校化することで、すべて同じ

場所にまとめることも考えられる。 

・レジャープールや図書館は、民間に任せることで、多様なサービスの向上が期待できる。 

・アリーナ、特定競技場、ホールなどは、利用者が偏るので市内に必須ではなく、周辺市にあれば良い。 

  

小中一貫校にすれば、もっと施設をまとめられる。 

身近で一番大切な施設である。小学校の設備を共
用してサービス向上が期待できる。 

・地域の人が集まる場所を近くに集める。避難所
にもなる。 

・図書室は図書館の出先機関のように利用できる
とよい。 

民間を入れることでサービス向上に期待ができ
る。 

子育て広場 放課後児童クラブ 

小学校 

屋外プール 体育室 

幼稚園 保育園 

多目的ホール 会議室・集会室 実習室 

図書室 中学校 

レジャープール 図書館 

利用者が偏るので、市内に必須ではない。他市のも
のを利用しても良い。 

アリーナ ホール 

特定競技場 
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⑦中部中学校区 Bグループ結果 

：民間運営           ：運営主体の言及なし 

：市運営                   ：機能の組合せ 
コメント 

徒歩 

移動圏 

  

自転車 

移動圏 

  

市全体 

  

周辺市 

  

 

【総括】 

・基本的な考えとして、利用頻度が高いものは市運営、利用頻度の低いものは民間に任せたり、統合してサービ

スの向上を図ったりするのがよいと考えた。 

・小学校や中学校は安心のために市主体で運営し、近くにあってほしい。ただし、将来的には小学校の統廃合も

考えていく必要がある。 

・子育て広場は、幼児が集まることだけ考えると公園に行くくらいの感覚で行ければ便利だが、若いお母さんが

子育てに対する相談や支援を受ける機能もあるため、自転車で行けるくらいにあればよいと考える。 

・プールは利用頻度が高くないため、市に１つ、２つとして温水化することが望ましい。温水にすれば利用時期

も調整しやすいため、部活なども含めた各学校利用も合わせて共同で利用する。 

・競技場やアリーナ、ホールについても、統合することでサービスの質が高まり、利用価値が上がると考える。

なお、市や公共的なイベントでの利用を優先できるように条件をつけた上で、民間に任せることも考えられる。 
 

中学校は安心できるように市主体で運営してほしい。 

無償で利用できるとよい。また、同じ場所にあると使
いやすい。 

小学校は安心できるように市主体で運営し、近くにあ
ってほしい。ただし、将来的には校区統廃合も考える
必要がある。統廃合した場合、遠くなるこどもはスク
ールバスでカバーするなどで対応する。 

理想は公園ぐらいの感覚で行ける距離にあるとよい
が、相談等のサービスもあることを考えると、自転車
で行ける程度がよいと考える。将来的には、民間の方
がサービスが良いことも考えられるので、民間に任せ
ることも考えられる。 

施設数よりも質が大切なサービスなので、統合するこ
とでサービスの質を上げることが望まれる。 

小学校 体育室 

放課後児童クラブ 

実習室 

図書室 

幼稚園 保育園 子育て広場 

多目的ホール 会議室・集会室 

中学校 

アリーナ ホール 
市・公共イベント優先で利用できることを条件に、民
間に任せてよい。 

特定競技場 

図書館 

レジャープール 屋外プール 

学校のプールも含めて温水化して集約することで、
通年で利用できるようにする。また、他市と共用す
ることでコスト削減も考えられる。なお、利益が出
るならば民間の方が、サービスが良くなるかもしれ
ない。 

インターネットで読めるので利用は減ると思われる。 

他の市と共同で利用した方が良い。 
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６-３ まんがでわかる 公共施設の現状と課題 

目的 

総合管理計画を踏まえた公共施設の現状と課題について、より多くの方に理解

していただくために、内容を分かりやすく解説した漫画版冊子を作成しました。 

 

特徴 

漫画の作成にあたって、登場人物の作画などを県立知多翔洋高校３年生（当時）

の小田
こ だ

春
はる

花
か

さんにご協力いただき、とてもかわいらしいタッチの親しみやすい漫画

になっています。 

 

利用方法 

・施設の老朽化など、公共施設の現状と課題について、市民の皆さんに広く知っ

てもらうために活用（広報、市ホームページへの掲載、公共施設などで配布） 

・公共施設の利用者等との意見交換・収集において活用 
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６-４ 施設利用者等との意見交換 

目的 

知多市の公共施設の現状と課題をより多くの方々に知ってもらうとともに、総合

管理計画に掲げた総量の適正化（縮減、集約化など）や、それに沿って検討を進め

ている公共施設の再配置について、考え方や必要性を理解してもらうために実施す

るもの。 

 

方法 

公共施設で活動する団体や、計画期間である 30 年の間に主な施設利用者となる

20 代から 40 代の市民などを対象とした意見交換を行い、アンケートを配布した。 

公共施設の老朽化が進んでいることや、将来の建替えなどに必要な財源が不足す

る見込みであることなどを説明し、本市が掲げる「総量の適正化」を進めていくこ

とについての理解や意見を求め、再配置方策の検討にあたっての参考とした。 

 

意見交換 

実施人数：582名 

 

アンケート集計 

回収人数：377名 

 

 

  

10代, 

26名, 

7%

20代,

95名, 25%

30代,

104名, 28%

40代, 

51名, 13%

50代,

21名, 6%

60代,

38名, 10%

70代以上, 

35名, 9%

無記入, 

7名, 2%

年代別

男性, 

98名, 26%

女性, 

246名, 65%

無記入, 

33名, 9%

男女別
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①知多市の公共施設の現状と課題について 

「まんがでわかる 公共施設の現状と課題を知ろう！」を使用して行った公

共施設の現状と課題に対する理解について 

 

１．理解できた ６８名 （３９％） 

２．だいたい理解できた ２２０名 （５９％） 

３．理解できなかった ５名 （ １％） 

４．無記入 ８名 （ ２％） 

 

②公共建築物の築年数について 

知多市の公共建築物のうち、７割の建物が築 30 年以上経過していることに

ついて 

 

１．知っていた ８０名 （２１％） 

２．知らなかった ２９５名 （７８％） 

３．無記入 ２名 （ １％） 

 

③公共施設の総量の適正化について 

公共施設が抱える課題を解決するため、公共施設の総量の適正化（集約化な

どにより施設の全体量を減らすこと）を進めていくことについて 

 

１．積極的に進めていくべき １２７名 （３４％） 

２．段階的に進めていくべき ２１０名 （５６％） 

３．進めていくべきではない ７名 （ ２％） 

４．わからない ２７名 （ ７％） 

３．無記入 ２名 （ １％） 
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再配置・集約化に関する意見等（一部抜粋） 

①利便性 

10代・女性 
集約化により施設が新しくなり、今より使いやすくなるのであれ

ばよい。 

20代・男性 
集約化によって使い勝手がよくなり、かつ余った土地も有効に

利用できるように考えてほしい。 

20代・男性 

公共施設の一部は子どもたちの学習スペースとしても利用され

ているので、老朽化による集約化はやむを得ないが、そういっ

たことにも配慮されたい。 

20代・男性 
30年前の利用目的と現代の利用目的が違うので早くニーズに合

った内容に変えないと人がいなくなると思います。 

20代・女性 
集約化により施設が新しくなり、今よりも使い勝手がよくなる

のであれば良い。 

20代・女性 
集約化することによって１つの施設を利用するだけでいろんな

ことが行える点は非常によいと思いました。 

20代・女性 
子育て世帯なので、親子で使いやすい施設が増えてくれるとよ

いと思います。（子ども用トイレがある、授乳室があるなど） 

20代・女性 子どもが遊べるスペースを少しでも作ってほしい。 

30代・女性 
会議室を増やすのではなく、目的・用途を明確にして適所・大

きさを検討してほしい。 

30代・女性 集約化して用事がまとめてできるようになるとうれしい。 

40代・女性 

現在利用している定期利用団体等が変わらず利用できるような

状況を望みます。集約化することにより、今以上に利用しにく

い状況にならないようにしてください。 

50代・女性 
集約化により、今まで施設を利用しなかった方でも興味、関心

が持てる多様性のある施設にしてほしい。 

60代・女性 
利用の少ない施設が集約されても仕方がないと思う。今まで使っ

ていた人が困らないように集約化して建替えることに賛成です。 

70代以上・

女性 

エレベータは必要だと思います。体の不自由な人にも参加しや

すく。 

年代・性別 

不詳 

集約化には賛成。立派な建物ではなくてもいいので使い勝手のよ

い施設を。 

②交通（アクセス・公共交通機関・駐車場） 

20代・男性 統合するのであれば、アクセスの良い場所にしてほしい。 

20代・女性 
集約化によって遠くなって行きづらくなることがないようにし

てほしい。 
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20代・女性 

お金が足りないのもわかるが、建物を減らすということは、家

から遠くなる可能性がある。普段利用している公共施設は近く

て便利という面があるので、そうでなくなってしまうと残念だ

なと思う。 

30代・女性 
集約化により高齢者や未就園児のいる親が施設に行きにくくな

ると思うので、建設場所を考慮してほしい。 

30代・女性 
集約化するのであれば利用しやすくしてほしいが、交通の便も

考えてほしい。（バスのルートや本数） 

30代・性別

不詳 
駐車場も集約に合わせた台数を停められるのであれば良い。 

40代・女性 
集約化して、交通の便の良さ、駐車場の広さなど工夫してもら

いたいです。 

50代・女性 
集約化するならば、利用者が増えることが考えられるため、駐

車場を広くしてほしい。 

50代・女性 
統廃合は必要。ただし、移動手段がない人でも利用できるよう

工夫してほしい。 

60代・女性 家の近くにあってほしいので、削減ではなく縮減は良いと思う。 

60代・女性 

集約化は大賛成ですが、自動車での移動ができない高齢者の方

のことも考えて、地域ごとの施設も残してもらえたらと思いま

す。 

③多世代利用・交流 

10代・女性 
学生にとっても高齢の方にとっても居心地がいい空間を作る工

夫ができてくれたらいいなと思います。 

20代・女性 多くの様々な世代の人が集まる施設にしてほしい。 

30代・女性 
いろいろな世代の人に使いやすく気軽に利用できる施設になる

とうれしい。 

30代・女性 子どもが遊べる場所や過ごしやすい場所を増やしてほしい。 

40代・男性 
どの世代にとっても集まりやすい施設にしてほしい。多少距離

があっても集約すべきだと思う。 

40代・女性 

人口が少なくなってきているのは明らか。多世代交流が深まる

施設ができれば、そこで色々なことにおいても意見の交換がで

きて活性化も図れると思う。 

50代・女性 老人と子どもが集まる場所は同じでもよいかもしれない。 
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④集約化 

10代・女性 

集約化するにあたっては、隣の市町へ行かないと目的の公共施

設がなくて、不便だと感じる人が少なくなるといいなと思いま

した。 

20代・男性 

集約化するにしても既存の建物等は残ってしまう。その場合、

新規の建築物に加え、古い方の取壊し費用もかかってしまうた

め、本当に必要なもの、場所を考えた上で進めていくべき。 

30代・男性 
単に総量管理のためだけではなく、集約化により公共施設の魅

力を高められると良いと思います。 

40代・男性 地域の利用状況や意見を聞いて集約してほしいと思う。 

40代・男性 家から多少の距離があっても、集約すべきだと思う。 

⑤防災 

30代・女性 公共施設が安全に安心して利用できるようにしてほしい。 

40代・女性 
集約されるのは構わないが、これから来るであろう大地震等の

災害のことも考慮されなければならないと思う。 

⑥民間活力 

30代・女性 
民間委託ができるようなところは委託して、税金の無駄をなく

してほしい。 

40代・女性 企業などを入れサービスの充実と効率化。 

⑦経費 

40代・女性 
集約化する場合でも無駄に費用を使わず経費を有効に使ってほ

しいです。 

⑧広域連携 

70代以上・

男性 
近隣の行政と協働して活用する。 

⑨その他 

20代・男性 利用できるなら空き家の利用を進められるとよいと思います。 

40代・女性 
少子化に伴い学校の統合などみなさんの意見を聞き、学ぶ上で

よりよい環境にしていただきたい。 

 

 


